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1. 目的 

当院における急性期脳梗塞患者を対象に、患者背景や重症度に加え、患者予後（発症 30 日後ならび

に 90 日後の修正ランキンスケール（mRS））に影響を与える因子について後ろ向きに検討する。本研

究を通じて、予後に関連する要因を抽出し、院内における脳梗塞急性期診療の標準化と医療の質の向

上に寄与することを目的とする。 

2. 対象と方法 

2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日までに津山中央病院に脳梗塞の診断で入院した全患者を診療録

より抽出する。患者の年齢、性別、入院時の意識水準（JCS の桁数）、入院時の神経症状（National 

Institutes of Health Stroke Scale：NIHSS）、脳梗塞の病型（TOAST分類 1））、治療内容（使用し

た抗血栓薬の種類、エダラボンの併用の有無、等）、併存症（高血圧、糖尿病、脂質異常症、心房細

動、腎機能障害、等）、入院期間、転帰、発症 30 日後ならびに 90 日後の mRS に加え、診療プロセス

（入院担当医の専門領域、診療録の記載頻度や内容、等）を評価する。 

3. 研究期間 

   倫理委員会承認後～2030 年 3 月 31 日 

4. 調査票等 

 研究資料にはカルテから以下の情報を抽出し使用させて頂きます。あなたの個人情報は削除後匿名

化し、個人情報などが漏洩しないようにプライバシーの保護には最新の注意を払います。 

  ・年齢、性別、家族歴、既往歴、嗜好、診察初見など 

  ・検査データ、画像データ、手術記録、病理記録など 

  ・治療内容、有害事象など 

5. 情報の保護 

 調査により得られたデータを取り扱う際は、被検者の秘密保護に十分配慮し、特定の個人を識別す

ることができないようにします。 

個人情報は完全に秘匿されておりますのでご安心下さい。もし患者様自身やご家族の情報が研究に使

用されることについてご了承頂けない場合には研究対象としませんので下記までご連絡下さい。 

 

 

津山中央病院 病院長 岡 岳文 

連絡先：電話 0868-21-8111（担当：内科 松本 菜見子） 


